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大学はブラックボックス

　 「ブラックボックス」と言って
も、大学改革とか教育改革の話をす
るわけではありません。もちろんタ
ヌキの話なのです。

目撃情報が少ない空間

　 間違いなくそこにはタヌキなどが
いるはずなのに、目撃情報がほとん
ど無いというブラックボックスのよ
うな場所がいくつもあります。一番
わかりやすい例が皇居や赤坂御用地
です。そりゃ、中の情報が簡単に漏
れ出てはいけない場所ですからこれ
も当然のことです。
　 新宿御苑など一部の公園は夜間は
閉園していますので夜行性のタヌキ
などを目撃することはできません。
そうでなくても真夜中の公園にわざ
わざ出かける人は非常に少なく、さ
らに、暗闇の中では動物を視認する
ことすら困難です。その結果このよ
うな場所では目撃情報は極めて少な
くなります。それでもそこにタヌキ
たちがいることは推測できるので
す。なぜかというと、その周辺地域

でも目撃情報があるからです。上に
挙げた皇居、明治神宮などでもその
周囲から目撃情報が届きます。周辺
にいるならば、その中心の緑豊かな
場所に動物たちがいると推測できる
のです。
　 同じことが大学にも言えます。例
えばT大学(文京区の方)では周辺にタ
ヌキ、ハクビシンの目撃情報はある
もののなかなか敷地内からの情報は
ありませんでした(現在は複数ありま
す)。同じT大学の目黒区の方では敷
地内での目撃情報はまだありません
が、周辺での目撃があることから当
然生息していると予想されます。
　 タヌキなどが生息している大学は
他にもTK大学、TJ大学、G大学など
があります。ターミナル駅のすぐ近
くにあるR大学では一時期ハクビシ
ンがいたようです。都の西北にある
と言うW大学は残念ながらタヌキた
ちは生息していません。敷地がかな
り狭く、建物がぎゅうぎゅうに建っ
ているからです。ハクビシンが立ち
寄ることぐらいはあるかもしれませ
んが。そのW大学でもちょっと離れ

たところにあるキャンパスではタヌ
キもハクビシンも目撃できる可能性
があります。これら以外でもタヌキ
などの生息が予想される大学はあち
こちにあります。

情報ください！

　 大学からの目撃情報が少ない理由
は、夜間人口がゼロに近いからで
す。しかし、夜遅くまでいる学生や
先生もいるはずですから目撃可能性
はあるはずなのです。目撃しても、
大学外に通報する必要はないと考え
る人がほとんどなのかもしれませ
ん。そんなことは気にせずに東京タ
ヌキ探検隊！にぜひ報告してほしい
ものです。
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全国のタヌキ、ハクビシンなど
の情報を集めています。
http://tokyotanuki.jp

確かにそこにいるはずなのに

スポンサー枠
スポンサー募集中です！
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